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今日の大学の使命

一教育､研究､社会貢献における私の取り組み-

1東学を取り巻<環境の変化

現代､伝統的な大学像､ ｢真理の追求｣の場として

の概念が崩れつつあるo　その理由は､少子化･高齢化

の急速な進展,グローバル化､消費資本主義､情報伝

達手段の発達による価値観や生活様式の多様化などの

大学を取り巻くさまざまな変化に起因すると考えられ

るoこのような環境の変化に対応するために､新学部･

新学科を設立する大学も増加しているo　また､この社

会の環境の変化に対応を遅れた東学の倒産や経常の苦

境も伝えられているo　このように,現在,大学は社会

の中で大きく変化していかなければならない過渡期に

あると言えようo今日大学の使命としては､教育､研

究および社会貢献が重要であると言われているo大学

における教職員としての私も､この3つの使命を果た

すべきであると認識しているQ　このような過渡期の現

代社会の中における大学の3つの使命の位置付けを確

認L､それぞれの使命における私の取り組みを紹介するo

2　東学の使命

2.1　教育

大学の使命のうち一番大きなウェイトを示すのが教

育であるo教育の中身であるが､中央教育審議会によ

れば｢人格の完成を目指し､豊かな教養を養うととも

に基礎的な知識及び専門的な知識を教育すること｣を

大学の教育の使命としているO A格の完成､教養の上

に基礎や専門的な知識が内容となっているo Lかし､

現代の東学が専門性を強調するあまり､このような全

Å格の完成や豊かな教養における教育使命を軽く考え

る傾向があるように思われるo

オJtFテガ･イ･ガゼットは著書『大学の使命』で､

次のように一般教養の必要性を宣言しているo ｢中世

の大学は､研究(探索)ということをしていないo職

業教育にもごくわずかしか関わっていないoすべてが

｢一般教養｣､神学､哲学､学芸であったo　ところが今

日｢一般教養｣と呼んでいるものは､中世におけるそ

れとは異なるo中世のそれは､けっして精神の装飾品

でも､品性の訓練でもなかった｡そうではなくて､当

時の入間が所有していたところの､世界とÅ額に対す

る誇理念の体系であったo Lたがってそれは､彼らの

生存を導くところの確信のレ!ヾ-ト71-であったので
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あるo教養とは､生の難破を防ぐもの,無意味な悲劇

に陥ることなく､過度に品位を落とすことなく､生き

ていくようにさせるところのものである｣

このような教養としての教育内容は､中央教育審議

会答申でいう｢Å格の完成や豊かな教養｣につながる

もので､断片的なものではなく､総合的な面を含むも

のであるo ｢univeTSi短｣は､もともと｢uni｣ (統一

性)と｢VeTSe｣揮棟性挿合成語で統一性と多様性が

詞和したものが大学であったo今日では,大学教育の

専門化･細分化が進む申,知識の断片化により多様化

に偏ってしまい､ multiveTSiもy化しているのでないか

と思われる｡断片の知識を組み立てて体系化すること､

それによる統一的あるいは普遍的な原理をもとめる学

生はあまり鬼うけられないo　カ71キュラムやシラバス

を見ても教養の知識の組み立て方や断片的知識を体系

化する学習嘩会は少ないのではないかと思われる0

2001年総合科目の授業がスタートしたが､ multi一

関TSity化が進む申､本来の大学(univeTSityとして)

の機能を果たせる契機になると期待していたo　まさに

この科目が中世の神学､哲学､芸術などの内容に匹敵

する内容になることを期待し､学生にとっては､オル

テガのいう理念の体系化のため､中央教育審議会のい

うÅ格の完成や豊かな教養につなげるよい機会である

と考えたo総合科目を担当することになり､総合科目

にふさわしい理系と文系をっなげるテーマを考え､

｢パラダイム､自然科学及び人文･社会科学の共通概

念｣をタイトルにしたo学生の興味を引くために次の

ような講義レジメを作成し講義に臨んだo ｢20世紀の

自然科学は,要素還元主義に基づき目覚しい進歩をと

げて重た0時に､分子生物学的手段により入間の遺伝

情報ゲ}ムが完全に解読されたことに加え､バイオテ

タ}ロジーにより､遺伝子操作やタローン人間作製が

可能となったo　さらに､ ｢要素還元主義｣は､物質の

みならず精神の領域にまで拡大され､人間の精神も機

械として捉え､脳細胞の物質化学的な現象で説明で童

ると考えられるようになったo　これらの科学発展の裏

では､入間の尊厳と価値の軽視から､生きる意味を失

うことを招いたo　これは､理系とÅ文系,社会系科学

についての知識の断片化や差別化の結果であると思わ

れ盲o自然科学研究者の間で共有される世界に関する
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前提あるいは考え方である｢パラダイム｣は､自然科

学のみならず､社会科学や哲学･思想,経済･政治な

ど､多くの分野で用いられ､日常語のレベルでも見か

けられるようになった0本講義では､科学哲学者トー

マス･ターンがその著｢科学革命の構造｣にて初めて

提案された｢パラダイム｣概念を深く理解すること､

この｢パラダイム｣概念を自然科学に関する知識だけ

ではなく､私たちの個人的世界観に関わる社会･人文

科学に関する知識に応用することについて考える｡さ

らに､既存の!ヾラダイムの問題点を提議し､これから

受け入れられる新Lいパラダイムの枠組みを考察する｣Q

講義の構成内容としては,闘パラダイムとは何か､

(2)科学におけるパラダイム､ (3)人文及び社会科学

におけるパラダイム､ (4)個人におけるパラダイム､

世界観,期パラダイムの点検要素(統一性と多様性

の調和､認識論､存在論､倫理)､ (6)パラダイムシ

フト(-成長)であったo最後の結論としては､飯吉

学長の入学式緩003年度)の挨拶を引用して｢自分の

専門にこだわらないで総合的な思考(還元主義的では

なく断片の知識を体系化した全体論的な思考)を鍛え

て当てになる入間としてÅ額の生存を豊かにすること

を目指す｣ようにチャレンジした｡

講義後のアンケート集計結果､この授業以前にパラ

ダイムについて聞いたことがない学生数の割合は､ 5

%であったが､講義後パラダイムの概念が分かった学

生数の割合は､ 5円義となったo　自分のパラダイム(価

値観､世界観)について真剣に考えて行きたい学生数

の割合は､ 22%であった.また､学生の感想として下

記(4名)のような感想もあり､一部の学生には､新

鮮なインパタトがあったと思われるo Ⅲ自分の世界

観の転換によって見える物､考え方が今までとは全く

別の物に変わらせることになるo今回の授業で自分の

世界観の再確認をしていきたいo　とても興味深い話で

面白かったですo鞘今回の授業以前にパラダイムに

ついて聞いた事がなく､初めてパラダイムとは何かを

知ったoパラダイムと一言で言ってもとても輿の深い

ことだと患ったQ考え方によってパラダイムや世界観

が変わるのはとてもおもしろいと思ったo鞘人間は

とても色々なことを考えるものだと思ったQそして思っ

たことは自分もこれからは形にとらわれないような考

え方ができるようになったらいいと思いました｡捕

今日の授業は全体をとおしておもしろかったと思いま

すo　自分の考え方や物事のとらえ方､価値観､世界観､

思考の方向性は自分のこれからにとってとても重要な

ことなので､自分のパラダイムを真剣に考えていきた

いと思うo鞘人は､ -Å一入が別寿の価値観を持っ

ているo結局大切なことは自分のパラダイムをしっか

り持つことだなと思いましたo

他に私の担当する授業科目は､天然物化学､細胞工

学､生理活性物質化学があるが､これら科目において

も､飴の基礎学問や応用学問との関係性やこの分野の

研究成果が､韓に健康食品や製薬,医療分野の産業界

に与える影響力,更に社会､経済,倫理面におけるそ

の位置づげなどについて時間を掛けて取り扱っているo

たとえば､細胞工学概論で､再生医療や癌の遺伝子治

療などの最先端技術を紹介するときに､経済的な負担

で一般化できないことや､癌の原因において環境因子

である個人の食や運動習慣､環境汚染からの予防､こ

れによる医療保険費の削減への貢献などまで授業内容

とLて取り入れているo　また､ ES細胞知識やテクj

ロジーだけの内容の伝授にとどまることなく､椋移植

した受精卵は､入間としての遺伝子を全部もっている

ので､これを人間として定義する考え方もあること､

更には､少子化社会の中でÅ工中絶の矛盾などについ

ても触れているo常に学生が全体の中での個々を同時

に考えられるように､いわゆる総合的な判断力を鍛え

ることを念頭に授業を行っているQ

2.2　研究

中央教育審議会答申によれば｢人類の知的財産の継

承と未来を拓く新しい知を創造すること｣を大学教育

の使命としているo大学の第-の使命は｢教育｣であ

ることには異論の余地はないと思われるが､知識の伝

達には､知識の創造や熊奉も含むべきであるQ　よって

研究は､教育の延長線上にあるべきであれ教育と切

り離すことはできないo知的財産の継承には後継者の

養成が欠かせないo研究内容において重要なこととし

て,新しい知識の創造､情報発信･公開､断片的な知

識の体系化､知的財産の保護および実践などが考えら

れる0

1990年代にÅって大学と民間との共同研究､受託研

究などの制度が整備されて､産学連携を奨励すること

になり､大学の知的財産保護や産学連携をサボ-トす

るTLOなどが設立された0　2000年代に入ってから国

立大学が独立法人化され,更に産学連携は大学におい

て重要な課題の一つとなったQ本学においてもTLO
l

が設置され,研究成果の知的財産権の管理､保護､実

践に向けてサポート役を果たしている｡研究分野にお

いては,教育の負担が多い本学においては､研究者を

採用できるほどの予算のある研究プロジェタトが重要

であること､基礎よりも応用分野が産業界への貢献も

期待できることで､私は2001年から多数の産学官(理

化学研究所や数社の民間会社)の共同プロジェクトを

進行させた､また現在も進行させている｡

民間会社との共同研究で成果が認められ､昨年には

生物機能開発研究所所属である健康食品寄附研究部門
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の設置に至っている0本寄付研究部門の設置も､東学

の使命である教育と研究､社会のニーズにマッチする

背景があるo設置の背景と目的は｢急速に進む高齢社

会ならびに生活環境の変代に由来する生活習慣病の急

増に降し､ ｢健康｣あるいは｢QOL｣の維持は多くの人々

にとって大きな関心事となっているQ健康は当然なが

ら食べ物に含まれる栄養素と密接な関係を有している

が､近年非栄養成分として食品中に存在する生体機能

調節物質による健康の維持､あるいは疾病の予防効果

に対しての認識ならびに期待が高まって重たQ現状に

おいて,市場にはさまざまないわゆる健康食品があふ

れているが､その効果についての科学的根拠が十分に

明らかにされているとは言えない0本寄附研究部門は､

健康食晶の機能性成分やその有効性を科学的に明らか

にし､その情報を広く社会に提供するための研究･教

育を行うことを目的として設置されるものである｣と

なっているo現在設置2年目になるが､中部大学卒業

生を含む6名の研究者が,既存の健康食品の科学的根

拠の検討と､骨組顧症や生活習慣病の予防や改善食品

素材の開発および作用メカニズムの解析を行なっているo

私のすべての授業において､知識の伝達だけではな

く必ず関連の自分の研究成果を紹介し､その研究の背

景や成果の社会的,経済的な意味を説明するo　これに

は､更に研究費の出所､研究テーマの設定理由､研究

成果の知的財産化､産学の連携､事業化なども含む0

時年卒業した1回生の学生(現在地大学院生)から､

私の研究成果に関する新聞記事を読んで,私の授業を

思い出し､ ｢研究の社会的なニーズに対する責任を深

く再認識した｣という内容のメールをもらった｡授業

の効果が､それを受けた学生が大学を卒業してから現

われることを体験した｡

教員や大学の評価においても論文だけではなく特許

出願数も評価対象となりつつある｡知識を事業領域に

している大学が､知識の伝達だけではなく､知の発見

(創造)において大学の機能が発揮されるような刺激

となることを期待したいo

2.3　社会貢献

以上述べたように､大学の使命として教育と研究が

重要であるが､大学が､社会の中にある以上､社会貢

献の機能としてÅ樹の提供と知の実践も使命であるo

これは,中央教育審議会答申でいう｢これら(教育と

研究)を通じ､社会の発展や文化創造に積極的に貢献

すること｣につながるo A樹提供と知の実践の二つの

領域において社会的なニーズを把握する必要があるo

産業界が大学に求めているÅ材を､大学が提供してい

るかどうか再確認する必要がある｡高度専門知識には

技術だけではなく､幅広い視野や総合的な判断力､更
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に倫理感なども含まれるo　もう一つの社会のニーズと

しては､知の生産(創造)と実践(新しい知をシーズ

としたベンチャー企業の設立､雇周の創出など)が求

められているo

アメリカのM王耶ま､技術ペースの起業と経常では

世界トップレベルであるo MITの建学の精神は｢産

学共同｣という言葉がÅっているようだo　このような

精神で大学が設立され､今日まで運用され続けているo

社会のニーズに答えるためにやってきたことが､技術

系において起業する(ベンチャー)分野において世界

トップの座につながったものと思われるo MITでは､

起業家精神育成せンターが､毎年1月下旬に起業家育

成プログラムを運営しているo世界から約100人が参

加しているo私の場合もこのプログラムに参加Lたこ

とが､自分の研究室をベンチャー的に運営し､産学の

連携や寄付研究書評弓を設置するきっかけとなったQそ

の所長であるモース教授は､ 8月に鶴舞キャンパスで

行なわれたベンチャーマネージメントスタールのメイ

ン講師として来日しているQ

カ71フォルニア東学サンディエゴ校では､大学から

生まれた知的財産権の使用権は､大学周辺の産業クラ

スターにある金菜のみに付与するという方針を打ち彊

Lているo　これは､大学の地域社会の産業発展に封す

る貢献の一環であるo私も､昨年から春日井商工会議

所などから地域社会の産業活性化に関するパイロット

研究の提案をうけたo春日井市が全国苗出荷の80%を

占めるサボテンの有効成分探索や､高蔵寺キ}コ産業

からの-ナビラダケ､小豆の皮にある機能性成分の探

索などであるo春日井や愛知県､東海地域の産業発展

につながることがあれば積極的に提案を受け入れて行

きたいと思っているo

寄付研究部門の設置は,健康食品に関する情報を広

く社会に提供することも目的にLているo実際､ 1年

経過時点であった3月には記念講演会を開催し､ 1年

間の研究成果と､関連分野の専門家による情報を､学

生を含めた地域周辺の一般の方300Åに紹介Lたo今

後毎年このような企画をして地域社会の中での大学の

使命を果すことを願っているQ

大学は､知識の事業をしている機関であるo過渡期

にある大学が､本来持っている教育､研究､社会貢献

という使命を再度確認する必要があるだろうQ知識の

伝達､知の創造､知識の産業化のためには,社会のニー

ズ(変化)を把捉Lて対応すること　くもTanSVerSity機

鰭)が求められているo教職員として私は､力は弱い

が､社会の要請にマッチした形のサービスを継続して

行童たいと思っているo

(教授　応用生物学部　応用生物化学科)


